平成２８年度自己評価結果公表シート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校法人　松葉学園
認定こども園　松葉幼稚園
1、 本園の教育目標
	心身ともに健全な園児の個性的・社会的資質と能力の成長発達をはかる。
　・素直で明るい情操豊かな個性を育てる
　・集団生活での望ましい態度を培う
　・健康な身体とたくましい気力を養う


2、 本年度、重点的に取り組む目標・計画
	個々の子どもの発達状況や生活状況について、話し合う機会を設けたり、職員が共通理解できるよう努める。
園内の遊具や備品の安全点検を再度行い、不具合があれば対応していく。

絵本や紙芝居など、子どもがたくさんの言葉に触れられる機会を増やしていく。


3、 評価項目の達成及び取組状況
	　　　　　　評　価　項　目
	
	　　　　　　　　　取　組　状　況

	安全管理
	園内の遊具の安全点検を行い、不具合があったため、入れ替えた。

	言葉

	絵本や紙芝居など、言葉に触れられる機会を設けられるよう努力したが、少ない面もあった。

	表現
	絵画や制作を通して、自分なりに楽しんで表現する機会をたくさん作ることができた。また、楽しんで音楽や歌に触れ、充実感や満足感を味わうことができた。


4、 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果
	自己評価を行うことで、園としての取り組んでいく課題を見つけることができた。
園内での研修を定期的に行い、園外での研修への参加も行った。
遊具や備品の入れ替え、安全確認を行い対応できた。

個々の子どものおかれている状況について、学年内や教職員全体で共通理解
できるよう努めることができた。
相手の年齢に応じたふさわしい態度や感情をもって相手に接することができてい

ない部分もあった。


５、今後取り組むべき課題
	課題
	具体的な取り組み方法

	人間関係
	異年齢の子どもや人との交流機会をもち、相手の年齢に対するふさわしい態度や感情がもてるよう、援助を心がける。

	安全管理

	様々な状況の自然災害や人的災害を想定し、定期的に緊急対策マニュアルを確認したり、避難経路が確保されているか確認に努める。

	言葉

	絵本や紙芝居など、子どもがたくさんの言葉に触れられる機会を増やしていく。


６、学校関係者の評価
	特に指摘すべき事項はなく、妥当であると、認められる。


７、財務状況
	公認会計士監査により、適性に運営されていると認められている。


